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	　開会あいさつ
　前回の議事録の確認をお願いします。

　訂正などはございませんか。

　なければ、会議後、署名をお願いいたします。

　次に教育長の報告事項をお願いいたします。

　４月になって年度変わりがあった中で、大きなものだけを申し上げます。
　まず、４月２日に公民館の財団法人が発足いたしまして、館長さん及び主事さんの辞令交付が行われました。まだ小さいところに手直しするところはありますが、大きな一つの形として発足をいたしました。全国的に見てもこういう形での公民館運営は、めずらしいと思われます。全国の公民館のあり方に先駆けて、より市民サイドに立った公民館を作って行きたいと思います。
　２つ目といたしまして、４月26日に「平成咸宜園門下生の会」の発会式をおこないました。112名の会員で60数名の方が出席され、講師の後藤先生も大変うれしそうにご講演をしていただきました。
　３つ目でございますが、管理職である校長、あるいは教頭のどちらかが変わった学校が25校あったのですが、３日間掛けまして、全部回って参りました。今年、市外から来られた新しく教頭になられた先生に対する評価、評判を校長先生方が「優秀な人が多い。」とおっしゃっていました。それぞれ宇佐だとか大分だとか来られているわけですが、非常に激戦を勝ち抜いただけのことはあると思われる方、非常に言葉がはっきりしていて、あまりモゴモゴしていなくて、すっきりした方が多いとも言われました。
　その他、管内で入れ替わりのあった方もございましたが、「問題も無く４月になって出発しています。」とのことでありました。突然伺ったわけですが、どこの学校も手馴れた感じで、今のところは問題なく滑り出していると思います

　以上です。

　ただいまの教育長からの報告について、ご意見やご質問はありませんか。
　平成咸宜塾の塾生は、まだ募集追加ができるのですか。
　できます。はい。
　はい、わかりました。

　みなさん入られる方はよろしくお願いします。

　それでは議事に入ります。

　議案第52号、日田市心身障害児適正就学指導委員の委嘱について、学校教育課お願いします。

　議案の１ページ目、議案第52号、日田市心身障害児適正就学指導委員の委嘱についてでございます。

　その表にありますように、本年度新たに４名の委員を委嘱いたします。理由といたしましては、これまでの役員の退職及び人事異動に伴いまして、日田市心身障害児適正就学指導委員会規則第４条により、補欠に委員を新たに委嘱するものでございます。

　任期といたしましては、本年度の４月１日から来年３月31日までの１年間ということでございます。
　特別支援学級設置中学校の校長の代表といたしまして、東有田中学校の校長宇野修次氏、それから同じく特別支援学級設置小学校の校長の代表といたしまして、三和小学校校長の中島龍磨氏、その他教育委員会が必要と認めるものといたしまして、咸宜小学校校長の桒野義啓氏、それから障害別の調査員といたしまして、県立支援学校の教諭である平川みゆき氏、以上４名を新たに委嘱するものでございます。
　よろしくお願いいたします。
　はい。
　ただいまの議案第52号、日田市心身障害児適正就学指導委員の委嘱について、ご意見ご質問はございませんか。
　どんな仕事をなされるのですか。

　一番主な仕事といたしまして、秋口に日田市適正就学指導委員会という会をいたします。
　この中の委員には、例えば麻生小児科の麻生先生であるとか、学識経験者である方で構成される会でございますけれども、主に新入学、義務制の学校に上がる時、就学する時に障害の種類や程度によりまして、支援学校に入るのが適切であろう。あるいは、いわゆる健常児学校の特別支援学校に在籍した方が良いであろう。あるいは、この子の場合、通常の学級で大丈夫ですよ。等、ウイスクの検査等を用いながら、判定をしていただくと言った役割が一番大きなものでございます。

　あと一点、新入学をする児童と今在籍している小中学生から支援学校に行った方がよかろう、この子は当たり前の生活ができるので、普通学級に戻した方が良かろう。そういったことについて、判定資料を基に議論をしていただく。といったものが大きな仕事でございます。
　秋口にするのですか。
　はい、11月です。
　わかりました。
　これは全部で15名ですか。

　今、手元に資料がございません。

　永山委員が名簿を持っていませんし、新しい名簿ができましたらください。

　

　はい、わかりました。

　それでは只今の、議案第52号、日田市心身障害児適正就学指導委員の委嘱について、原案通り議決いたします。
　議案第53号　日田市立小中学校評議員の委嘱について、学校教育課お願いします。

　それでは、議案の２ページから15ページまで、ズラッとありますが、これは日田市立小中学校管理規則第19条の３第２項の規程に基づいて、学校評議委員を委嘱するものでございます。

　任期は本年度１年で、４月１日から来年の３月31日まででございます。
　この規則によりますと、各学校５名以内と定められておりまして、推薦区分といたしましては、大まかに４種類ございます。育友会の代表、自治会の代表、民生委員等の代表、学校推薦の４種類の方々で構成されております。
　主な業務内容といたしましては、学校長が学校運営に関して評議委員に対して意見を求める。そして、そのいただいた意見を基に学校長が学校運営を行う。という一つの制度でございます。
　大きいのは年に２回から３回開きます、学力向上会議等の場面に来てくださって、学校の学力調査の結果であるとか、学校運営について学校長から提案がございまして、それについてのご意見をその場でいただいて、学校運営に生かすというものでございます。
　あと、学校によりましては、卒業式に来ていただいたり、運動会に来ていただいたりというような活動をしていただいております。
　長いので一々読み上げません。よろしいでしょうか。
　差し替えと申しましょうか、２枚ほど差し替えがございます。５ページです、三和小学校につきましては、自治会長さんが変わられたということで、新しい自治会長さんにお願いするということで、学校から新たに報告がございまして、５ページの三和小学校の５人目のところに新たに中村芳雄様を自治会代表ということで入れております。
　あと、11ページ出口小学校ですが、３名の枠の中あともう１名ということで、自治会代表を選ぶということでございましたが、実はお一人目の日隈健二氏、この方が学校推薦ということで上がっています。この方は旧天瀬町の教育長ということで学校推薦として上がっていたのですが、実はこの方自治会長でもございまして、本年度自治会長の再任が決定をしたということで、自治会代表も兼ねた学校推薦の委員として、出口小学校は２名で行くというようなことでございます。
　以上が差し替えの説明になります。
　ありがとうございました。
　只今の議案第53号　日田市立小中学校評議員の委嘱について、ご意見ご質問はございませんか。
　毎年のように育友会の代表の方が入っている方が良いのではないかといった意見が出ますけれども、去年のと比べてみますと、ほとんど昨年推薦区分で育友会の代表がいなかったところは今年も入っていませんね。ほとんどの学校が恒例になっているのでしょうか、この学校ではこの範囲から選ぶということで、ほとんどもう推薦区分が同じですね。
　いかがですか。
　
　私も去年まで２年していたんですけれども、親の意見をきちんと伝えることのできる機会なので、育友会からは是非入っていただきたいと思います。もう一つは、やっぱり母親というか、女性の方に是非入っていただきたいなと思います。男性ばかりのところが結構多いので、できれば保護者と言うか、男性と女性の両方の意見が聞けるといいと思います。

　私もそう思います。女性を入れていただきたいと思ったんですが、中々入ってこないですね。入れていただきたいと思います。

　それと東渓中学校は３名ですね。今度小学校が統合の方向に行っていますが、４つの学校から集まってきているんですね。今選ばれている方は、馬原校区と桜竹校区の方ですね。やはりそれぞれの校区から入られている方が、色んな面から意見が出てよろしいのではないかと考えますが、いかがでしょうか。

　大変貴重なご意見をありがとうございました。
　例えば育友会の代表である方とか、女性の登用とか中学校においては各小学校から満遍なく集めることが必要であるとか、大変貴重なご意見でございます。
　今年度学校から上がってまいりました方々には「なぜこの方なのか。」というお一人お一人に理由がございまして、学校長が推薦調書と言う形で上げてきておりますが、ご指摘いただいた点につきましては、おっしゃるとおりでございますので、本年度はこの形で承認いただきまして、是非来年度の課題ということで生かしていきたいと思っております。
　貴重なご意見ありがとうございました。
　１年後ですので忘れないように。
　できたら今年から生かしていただいても結構です。
　何回くらい集まるのですか。
　最低２回、評議委員さんが集まる機会がございます。その他学校行事等で学校長から案内をして、例えば春、夏に行うオープンスクールであるとか、運動会であるとか、卒・入学式であるとか、そういった場面で来ていただくようには、それぞれの学校でしていると思います。
　できれば集まっていただいて、色々話していただきたいと思いますね。
　他にございませんか。
（はいと言う声あり）

　それでは、議案第53号　日田市立小中学校評議員の委嘱について原案のとおり議決いたします。
　議案第54号　財産の取得について、文化財保護課お願いします。

　議案第54号　財産の取得でございます。
　取得につきましては、商工観光部の観光ツーリズム振興課から教育委員会文化財保護課への所管替による財産の取得でございます。
　この内容につきましては、本年度実施を予定しております小鹿田焼陶芸館の建設に伴うものでありまして、土地につきましてはそこに記載しております３筆、合計1,841㎡。建物につきましては、陳列所、展示室、倉庫、それからトイレが２棟で計174.08㎡でございます。以上、所管替により取得をするものでございます。
　はい、ありがとうございます。

　議案第54号　財産の取得についてですが、ご意見やご質問はありませんか。
　18ページ、19ページに位置図ですとか配置図、それから20ページには地籍図等がありますので、参考にしていただければと思います。
　これは小鹿田焼の一番上にあるところですね。
　そうでございます。
　ご存知ですか。
　はい、行ったことあります。
　これは、市役所の内部での部署の変更ですか。
　

　はいそうです。
　
　財産が消えた訳ではないのですね。
　このあとの管理業務は、教育委員会が行うということですか。
　はい、そういうことになります。
　誰か人を置いていますか。

　特に現在は配置をしておりません。

　小鹿田焼の組合がありますが、そちらの方に観光ツーリズム振興課から、指定管理と言う形で朝開けて夕方閉めるといった鍵の開閉、あとは清掃、そういった程度の指定管理はしております。
　また、今後につきましては、これを取り壊して今年度中に建設をしていく訳ですが、我々文化財保護課の方で所管していきます。その後には当然運営管理というものが出てきますが、これにつきましても指定管理者等の取り扱いが出てまいりますので、今後協議させていただきたいと思っております。
　あの施設はもう古いですものね。
　いい物を建ててください。お願いします。
　他にありませんか。
（はいと言う声あり）

　では、議案第54号　財産の取得については原案のとおり議決いたします。
　議案第55号　日田市世界遺産登録検討委員会委員の委嘱について、世界遺産推進室お願いします。
　それでは資料の２１ページをご覧ください。日田市世界遺産登録検討委員会委員の委嘱についてでございます。
　設置要綱で委員を８名まで置けるようになっておりますが、この度関西大学の文学部長で、文学部の教授ですが、吾妻重二先生に当委員会の委員をお願いしたところ、快く受けていただきましたことから、５月の１日に今年度第１回目の会議を開催しようと考えておりますので、教育委員会にお諮りをし、成功したいと考えております。
　吾妻先生のご専門は、韓国、中国、東南アジアの「書院」、学校のことをあちらでは「書院」というそうですが、その研究に国から補助金をもらいまして、すでに取り掛かっておるそうでございます。
　今、咸宜園は国内の私塾の比較調査研究を行っておりますけれども、どうしても文化的価値を証明するには、今度は国外のいわゆる漢字文化の学校との比較研究が必要となってきますので、ぜひ吾妻先生に検討委員になっていただきたいと考えております。
　ご質問はありませんか。
（はいと言う声あり）

　よろしいですか。
　また、外国の学校の状況も入ると面白いですね。
　よろしくお願いします。
　では、議案第55号　日田市世界遺産登録検討委員会委員の委嘱について、原案のとおり議決いたします。
　今まで５名いらっしゃって、６名になったのですね。
　いえ、お一人宮本先生がお亡くなりになりましたので、吾妻先生を入れて５名です。
　はい、わかりました。
　次をお願いします。
　
　報告事項　寄附採納報告（平成23年3月期採納分）をお願いします。

　報告事項についてご説明申し上げます。
　資料の22ページ、23ページでございます。
　平成23年３月期の寄附採納ということで、内容といたしましては、香典返しが１件で３万円、また地区寄附といたしまして全26件の金額にいたしまして207万７千７百十円相当ということでございます。それらの合計で、27件の210万７千７百十円が３月の採納でございます。
　

　ただいまの寄附採納報告につきまして、ご意見ご質問はありませんか。
　今月はたくさんありまして、ご寄付ありがとうございます。
　一人当たりお幾ら位出してくださっているのかを見ますと、だいたい千円位が多いのですが、小さい学校では結構一人当たり７千円とかあるのですが、これは小さい学校では何年分かまとめてくださっているのでしょうか。負担が大き過ぎる気がしますが。
　何年分かをプールしてということは無いと思います。
　

　そうですか、出口小は卒業生３名です。

　それで２万１千円で、一人当たり７千円で負担が大きいですね。

　自分も卒業生の学級担任をしておりまして、これは善意でいただくものでありまして、「幾ら相当の物をください。」とは学校から申し上げられないわけであります。あくまでも自発的善意としていただいていると解釈したいと思っております。

　本当にありがたく思います。無理をなさらないようにしていただければと思います。ありがとうございます。
　それでは次のその他に行きます。
　東北地方太平洋沖地震への緊急対応について、お願いします。
　一番後ろの資料になりますが、全国市町村教育委員会連合会から今回の東北地方太平洋沖地震への緊急対応ということで通知がございました。
　そのページの一番下にありますように、見舞金については、甚大な被害を被った県に、過去の慣例にとらわれず、見舞金を拠出いたしますという連絡がございました。２枚目のページにありますように、甚大な被害を被った岩手、宮城、福島の各県、被害の大きい青森、茨城、千葉の各県の教育委員会連合会に対しまして見舞金をすでに拠出済みということでございます。岩手、宮城、福島には各10万円ずつ、青森、茨城、千葉の各県には５万円ずつの義援金を連合会として送ったということでございます。
　それから２番目といたしましては、被災した児童の受入があった場合には、各市町村教育委員会で積極的に対応につとめるということでございます。
　そして３番として被災地への教職員の人的支援についても、各県の教育委員会からの指示のもとにそれを行って欲しいとのことでございます。
　また、各ブロックで開催されます総会等におきまして、募金や義援金の募集運動を提起して欲しいというような、連絡がありました。
　なお、被災児童の受入れに関しましては、３月14日ですから震災直後でございますが、文科省の方から県を通じて各市町村教育委員会において、柔軟な対応をとって欲しいとの通知を受けておりますので、日田市においても受入ができる体制だけはとっております。ただし、まだ入ってきている生徒さん達はおりません。
　ありがとうございました。

　震災地のみなさんは大変な思いをされておりますので、是非私たちで力になれることがありましたら、行いたいと思います。よろしくお願いします。
　次に参ります。５月期定例教育委員会会議の日程についてお願いします。

　５月につきましては、５月25日水曜日午後３時からの委員会の開会を予定いたしております。
　
　５月期の定例教育委員会は、５月25日水曜日午後３時からです。よろしいでしょうか。
（はいと言う声あり）　
　はい、よろしくお願いします。
　勉強会はどうしますか。
　６月市議会の前ですので、おそらく提案します補正予算等がありますので、その時はまたご連絡させていただきます。
　はい、よろしくお願いいたします。
　他にご意見ございませんか。
　みなさん大変おつかれさまでございました。
　以上を持ちまして、定例会議を終了いたします。
　ちょっといいですか。

　はい。

　答えられなければ、答えなくてよいのですが、この間両親が亡くなったお子さんがいましたね。その後の対応はどうなりましたか。

　
　基本的には、母方のご両親、おじいちゃん、おばあちゃんですが、北九州にお住まいでございます。お母さんの弟さんが二人関東地方に住んでいらっしゃるということで、私どもおじいちゃんあるいは弟さんとも話をしたんですが、一応４月１日か２日でございましたけれども、一旦北九州のおじいちゃんおばあちゃんが引き取る。そして、関東地方の弟さんの受入体制を整えて、１ヶ月ほどしておじいちゃんおばあちゃんも北九州を引き払って、東京に行く。弟さん二人まだご結婚されていないということで、おじ二人と祖父母４名で二人の成長を見守っていくということで、大変日田市あるいは学校に「お世話になりました。」との丁重なお話でございました。

　悲惨な体験をしておりますので、やはりＰＴＳＤ等の心配もありましたので、私どもの臨床心理士が、直接そのお子さん二人に面談する機会はなかったのですが、おじさんと２回ほど面談をして、どんなふうに接すればよいか、心構えをカウセリングといいますか面談をして、できる限りお世話をさせていただいたところでございます。
　ありがとうございました。
　
　他にはございませんか。
（はいと言う声あり）

　はい、それでは終らせていただきます。
終了時刻：午後３時２９分
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